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令和 7年度 学童保育所の入所受付を行います
学童保育所からのお知らせ

対象児童●保護者が働いているなど、放課後の保育ができない小学校新1年生から6年生
申請書類●子育て支援課で配付（町ホームページから印刷できます）
　　　　　※新1年生は、各小学校の入学前説明会で配付します。
　　　　　　令和6年度にご利用されていた方も、新たに申請が必要です。
保 育 料●月額7,000円（8月は 10,000円）　※別途、傷害保険料がかかります。
申請受付● 2月 3日（月）〜 17日（月）【土・日曜日・祝日を除く】　
　　　　　午前8時 30分〜午後5時 15分
　　　　　※郵送での提出も可能です。
　　　　　　（〒289-2292 多古町多古584番地 多古町子育て支援課宛て）
説 明 会● �3月 9日（日）予定。説明会の案内は申請受付後に別途ご案内します。

申込・お問合せ●子育て支援課こども係　☎76-5412

申請書類はこちら

奨学資金の貸付申請を受け付けます

お問合せ●総務課庶務係　☎76-2611

　町には、高校生から大学生までを対象として、経済的な事情により進学・就学が困難な方を支援
するための『奨学資金貸付制度』がありますので、お気軽にご相談ください。

貸
付
対
象
者

　高等学校・高等専門学校・高等専修学校・専門学校・短期大学・大学に在学中または入学が決定した方で、
次の要件をすべて満たす方
●在籍学校長または出身学校長が推薦した方
●貸付対象者本人または保護者が、多古町に1年以上住所を有している方
●経済的な理由により修学が困難な方
　※貸し付けには年収・所得の条件があります。条件は、家族構成により異なります。
　〈例〉家族構成は父・母・本人・高校生の4人家族で収入は父のみ
　　　この場合、貸付対象となる収入の上限は、おおむね810万円となります。
●学業に優れ、性行正しく健康な方
　※成績基準…全教科の平均が5段階評価で3.0以上、またはGPAによる成績評価方法で2.4以上

申
請
期
間

●2月3日（月）～3月31日（月）
　※�申請期間外に貸し付けを希望する場合は、その都度ご

相談ください。なお、申請には連帯保証人（2人）が必要
となります。連帯保証人の印鑑登録証明書を添付の上、
申請してください。

貸
付
金
額

●高等学校・高等専門学校・高等専修学校

� …月額2万円以内
●専門学校・短期大学・大学

� …月額3万円以内

貸
付
条
件

●貸付利息…免除
●貸付期間…�決定のあった月から、その学校における正規の修学期間を終了するまで
●返済方法…�貸し付けが終了した月より6カ月経過後（3月卒業の場合は10月）から、在学中に貸し付けを
　　　　　　受けた年月の2倍に相当する期間内に、月賦または半年賦により返還

免
除
制
度

●�以下の要件に全て該当している期間は、申請により返還が免除
　①多古町に住所がある方　②就業している方　③町税に未納がない方

令和 7年度
芝山鉄道利用者駐車場をご利用ください

　多古町と芝山町は、芝山鉄道利用者駐車場を運営しています。
　芝山鉄道を利用する多古町民はお得に利用できますので、通勤や通学、成田空港をご利用の際には、24時間�
年中無休の芝山鉄道利用者駐車場をぜひご利用ください。

日額利用方法
　駐車場の入場ゲートで発行される駐車券を、芝山千代田駅内改札付近に設置されている多古・芝山町民用認証機
に通してください。

定期券購入方法
　定期券は、「成田空港温泉 空の湯」の向かいにある「自転車処 空輪」のフロントで販売しています。下記の必要な
ものを持参の上、購入ください。
必要なもの●①芝山鉄道の定期券または回数券　②運転免許証

お問合せ●自転車処 空輪 フロント（定期券の申込先）　☎0479-74-3701
　　　　　　【受付時間】午前9時～午後5時（定休日なし）
　　　　　　空港まちづくり課空港地域振興室　☎76-5408

■芝山鉄道利用者駐車場

利用料金表
日額利用

料金（24時間）
定期利用
料金（1カ月）

芝山鉄道利用者
多古・芝山町民 200円 3,000円

上記以外 300円 5,000円

芝山鉄道を利用しない方 600円 9,000円

位置図

詳しくはこちら
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